
令和６年度新潟県原子力防災訓練
柏崎市訓練概要

令和７年２月１０日
柏 崎 市



⑴ 柏崎市地域防災計画（原子力災害対策編）に基づき、国、県、市町村及び防災関係機関の相互の連携による防
災対策の確立及び防災業務関係者の防災技術の習熟を図る。

⑵ 住民の参加により、柏崎市原子力災害広域避難計画の検証及び原子力災害発生時の避難対応力の向上を図ると
ともに、原子力防災に対する理解の向上を図る。

１月２４日（金） 原子力災害対策本部運営訓練
２５日（土） 住民避難訓練、自衛隊による除雪訓練 等

主催：新潟県 主管：柏崎市防災会議

新潟県、柏崎市、県内市町村、陸上自衛隊、柏崎市消防団、東京電力ホールディングス株式会社 ほか

住民避難訓練（バス避難訓練） ：ＰＡＺ 荒浜地区
ＵＰＺ 北鯖石地区、田尻地区

自衛隊による除雪訓練 ：鵜川地区

冬季に、柏崎市、刈羽村等で震度６強の地震が発生し、唯一運転中の柏崎刈羽原子力発電所７号機において、原
子炉が自動停止。炉心冷却機能の一部が喪失し施設敷地緊急事態となり、炉心冷却機能が喪失し全面緊急事態とな
る。その後、炉心が損傷し、放射性物質が放出され、一部地域で空間放射線量が一時移転の必要とされる基準に上
昇する状況となる。さらに、液状化等による道路寸断、雪崩による通行不能箇所が発生する状況となる。

1

令和６年度 原子力防災訓練（総合訓練）の概要

２. 実施訓練及び日程

３. 主催及び主管

１. 目 的

４. 参加機関

５. 参加対象地区

６. 訓練想定



市県想定想定時間実時間

豪雪警戒本部
設置・廃止

豪雪警戒本部
設置・廃止

1/19 大雪警報発令、1/20 警報解除
高速道路、国道8号の予防的通行止め・解除

1/19～201/24
[事前付与]

原子力災害警戒本部
設置

原子力災害警戒本
部、設置

中越地域で震度６強の地震発生1/23 16:00AL

原子力災害対策本部
設置

原子力災害対策本
部 設置

原子力規制委員会が１０条事象確認（SE）
ＰＡＺ内のＳＥ要避難者の広域避難完了

17:50
23:50

SE

中越地域で震度６強の余震発生
雪崩による道路寸断発生、高柳石黒地域が孤立状態

1/24 4:00
8:30

訓練開始8:40

市原子力災害対策本部会議①
（リエゾン報告、被害状況報告、実施方針の確認）

10:30～11:00

知事出席【TV会議】県災害対策本部会議(GE防護措置の実施方針の決定)11:00～11:30

【TV会議】現地事故対策連絡会議(GE防護措置の実施方針の共有)11:30～12:00

訓練中断
1/24 全面緊急事態（GE）、1/25 PAZ避難完了
1/26 放射性物質放出、
1/27 北鯖石、田尻、北条地区でOIL2超過

1/24 12:00
～

/27 13:00

12:00
[状況ｽｷｯﾌﾟ]GE

訓練再開1/27 13:0013:00

市原子力災害対策本部会議②
（リエゾン報告、被害状況報告、実施方針の確認）

14:30～15:00

知事出席【TV会議】県災害対策本部会議(UPZ一時移転の実施方針の共有)15:00～15:30

【TV会議】原子力災害合同対策協議会(UPZ一時移転の実施方針の共有)15:30～16:00

訓練終了16:00

令和６年度 原子力防災訓練（本部運営訓練）

１．訓練内容 新潟県災害対策本部運営訓練で行われるＴＶ会議や緊急時通信連絡訓練と併せ、柏崎市原子力災害対策本部
の運営訓練を実施する。

２．ポイント 一部被害状況報告をブラインドとし、冬季を想定した本部運営訓練を初めて実施する。
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市長・本部員
連絡員 出席

※ＯＦＣ現地本部、
消防本部はＷＥＢ
参加

市長・本部員
連絡員 出席

※ＯＦＣ現地本部、
消防本部はＷＥＢ
参加
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本部運営訓練の様子

リエゾン報告 各部からの被害状況報告

本部長(市長)指示 全体の様子



令和６年度 原子力防災訓練（住民避難訓練）

１．目的 冬季積雪を想定した住民避難における問題点や課題を抽出し、現行の計画の見直しや具体化に
つなげる。

２．日時 令和7(2025)年1月25日（土）8:30～15:00

３．訓練会場・参加人数・訓練内容等

避難所避難経由所
避難退域時
検査場所

一時集合場所
(バス避難集合場所)

訓練内容
参加
人数

地区

道の駅マリンドリーム能生
(糸魚川市)
1F避難経由所、2F避難所
11:10～12:30

なし原子力広報ｾﾝﾀｰ

8:30～10:00

①-1 模擬ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰ受付
② 陽圧化装置の起動
⑤ 一時集合場所の変更

37人
バス2台

荒 浜
(PAZ)

B＆G越後大和
海洋ｾﾝﾀｰ
（南魚沼市）
12:20～13:40

大和市民ｾﾝﾀｰ
（南魚沼市）

12:00～12:30

響きの森文化会館
(魚沼市)

11:20～12:00

・北鯖石ｺﾐｾﾝ
・畔屋・与三
地区集会所
(途中乗車)

8:45～10:00

①-2 防災DXｱﾌﾟﾘ受付
③ 実動組織の除雪中継
④ 一時集合場所以外の

乗車
⑥ 要配慮者の避難支援

108人
バス4台

北鯖石
(UPZ)

二日町体育館
（南魚沼市）
12:35～13:35

大和市民ｾﾝﾀｰ
（南魚沼市）
11:55～12:15

響きの森文化会館
(魚沼市)
11:10～11:40

・田尻小学校
・新潟産業大学
8:45～10:00

①-2 防災DXｱﾌﾟﾘ受付
③ 実動組織の除雪中継
⑤ 一時集合場所の変更

82人
バス3台

田 尻
(UPZ)

１．日時 令和7(2025)年1月25日（土）9：30～10：00
２．会場 市道21-146号線（柏崎市女谷 綾子舞会館付近）
３．想定 バス避難経路上の実動組織による道路除雪（積雪50㎝想定）
４．内容 自衛隊員による市所有の除雪車両(8ｔドーザ)を使った道路除雪訓練

自衛隊による
除雪訓練
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模擬マイナンバーカードを使用した柏崎市の受付システムによる受付

原子力広報センターにおいて、初めて市職員による陽圧化装置の起動訓練を実施

・自衛隊員が市所有の除雪車両を使用して道路の除雪訓練を実施

・除雪訓練の様子を消防ドローンにより、災害対策本部及び一時集合場所に中継

積雪により一時集合場所に参集できない避難者を想定し、避難経路上でのバスへの

途中乗車及びバス車内での受付

一時集合場所が被災し、使用できない状況を想定した一時集合場所の変更

積雪により歩行困難な避難者の消防団・自主防災組織による避難支援訓練

衛星回線（Starlink）を活用した本部との通信訓練

住民避難訓練における柏崎市独自訓練ポイント
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① マイナンバーカードを活用した避難者受付

② 陽圧化装置の起動訓練

③ 自衛隊による除雪訓練

④ 複合災害を想定した一時集合場所以外での乗車

⑤ 複合災害を想定した一時集合場所の変更

⑥ 消防団・自主防災組織による避難支援訓練

⑦ 衛星回線を活用した本部通信訓練



柏崎市独自の受付ｼｽﾃﾑ・Starlinkを活用した訓練中継

6

１ 目的
災害時に地上回線（キャリア接続や有線接続）が利用できない
状況を想定し、衛星回線を活用した通信の確保を行う。

２ 成果
８月の原子力防災訓練（個別訓練）及び１月総合訓練（住民避
難訓練）において、衛星回線を用いた通信により現地会場と市
災害対策本部をオンライン会議システムで接続し、現地状況の
把握を想定した中継を実施した。
また、遅延なく、市内のバス避難集合場所や市外の避難経所・
避難所の状況を市災害対策本部に中継することができた。

１ 目的
マイナンバーカードでの避難者受付を検証するため、模擬マイナ
ンバーカードを使った受付システムを開発し、受付時間の効率化
を図る。

２ 成果
６月の水害対応総合防災訓練、８月の原子力防災訓練（個別訓
練）、１月の総合訓練（住民避難訓練）において試行実施し、
受付用紙での受付に比べ、１人当たりの受付時間を約９６％削減

３ 課題
法令上の障壁が存在する。広域避難において他自治体の避難所の
端末に避難者候補名簿（マイナンバーを含む特定個人情報）を利
用・提供することが現行の法令上行うことができない。

模擬マイナンバーカードを活用した受付システム 衛星回線を活用した訓練中継（Starlink）



住民避難訓練・除雪訓練の様子
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Starlink中継映像・避難支援訓練 除雪訓練を一時集合場所に中継

放射線防護設備の稼働訓練糸魚川市職員による受付模擬マイナンバーカードでの受付

原子力防災訓練への消防団の協力（一時集合場所での住民誘導・避難先でのダンボールベッド展開等）

自衛隊による除雪訓練


